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１．エクセルでリストを作る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Frequency関数で度数分布表を作成 

一覧表から度数分布表を作るのは、意外と手間がかかります。こんなとき、Frequency

関数を使うと、あっという間に集計できます。 

①まず、下のようなリストを作ります。 

※名前などは、「なんちゃって個人情報」（http://kazina.com/dummy/）を使っています。 
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２．男女別人数を集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．年代別人数を集計 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①今回は、男女別の人数も集計してみます。 

まず、このような表を作っておきます。 

②CountIf関数で、人数を求めます。 

I5セルを選択し、関数を入力します。 

①年代別人数を集計します。まず、左の

ような表を作っておきます。 

「 年 代 区 別 」 は 、 あ と で

Frequency関数を入力する際に、

関数が参照する部分です。 

20歳未満は、19以下なので「19」、

20代は 29以下なので「29」・・・

となります。80代以上は、空欄に

します。 
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②関数を入力する前に、人数を表

示させたいセル（I10 から I17）

をドラッグして選択します。 

③数式バーに、関数を入力していきます。 

=FREQUENCY(データ配列、区間配列) 

データ配列には年齢のセル範囲、区間配列には、年代区別

のセル範囲を指定しましょう。 

④Frequency関数は、「配列数式」という特殊な関数です。 

そのため、入力後にただ Enterキーを押しても反映されませ

ん。関数を入力したら、 

Ctrl キー+Shift キー+Enter キーで確定することで、関数が

きちんと反映されます。 

[補足]「数式」タブ→「その他の関数」→

「統計」から Frequency関数を選び、右図

のように入力しても OK。 

ただし、Ctrl キーと Shift キーを押しなが

ら「OK」をクリックすること。 

⑤度数分布表ができたら、それを右図

のようなグラフにしてみましょう。 


